
 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 第 124 回弘前大会ご案内 

                                    弘前大会事務局実行委員長 児 玉 忠（弘前大学） 

来年度春に開催される弘前大会について、大会事務局からご案内いたします。 

■第１２４回大会は、２０１３年５月１８日（土）、１９日（日）に弘前大学にて開催いたします。 

  ◆編集委員会、常任理事会は、前日の５月１７日（金）「ベストウエスタンホテルニュー弘前」

（弘前駅より徒歩１分）にて行います。 

   なお、各種会議の議事案内、出欠確認は学会事務局から連絡いたします。 

■学会参加については、事前申し込みとなります。 

  （ＪＴＢより参加申込書が、学会員に郵送されます。４月上旬予定） 

■大会２日間の概要（予定） 

 会場：弘前大学（２日間とも） 

 ＜第１日目 ５月１８日（土）＞ 

   午 前：自由研究発表（教育学部 講義室） 

   昼  ：理事会 

   午 後：総会 

       パネルディスカッション（教育学部 １階大教室） 

        ：再検討・青森県出身作家の教材－太宰・寺山・方言詩－ 

                   コーディネーター：児玉 忠 

            登壇者：植山俊宏、丹藤博文、櫛引洋一 

   懇親会：ベストウエスタンホテルニュー弘前 

 ＜第２日目 ５月１９日（日）＞ 

   午 前：課題研究発表（教育学部 １階大教室） 

        ：国語教育研究手法の開発（３） 

         －デジタル教科書・教材を対象とした研究手法の開発－ 

            コーディネーター：中村敦雄 

            登壇者：佐藤幸江、野中陽一、斎籐直子、久多里知美 

   午 後：自由研究発表・ラウンドテーブル（教育学部 講義室） 

        公開講座：「考えること」の指導研究（２）－学習の可視化 

           （自由研究発表・ラウンドテーブルとの同時開催） 

            コーディネーター：堀江祐爾 

            登壇者：長田友紀、長崎伸仁、藤原友和 

 ※使用教室等、今後変更があるかもしれませんが、ご了承ください。 

 

 Ⅱ 弘前大会、自由研究発表者・ラウンドテーブルコーディネーターの募集 

 １．募集区分 

    自由研究発表とラウンドテーブルを受け付けます。 

    （ラウンドテーブルは１時間３０分を予定しています） 

                        ２０１３年２月１２日 

 全国大学国語教育学会 

 ２０１２年度 学会通信 第２号 

                                      全国大学国語教育学会事務局 
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 ２．発表等の申し込み手順 

 （１）往復葉書に次の事項をご記入の上、お願いいたします。 

   １）自由研究発表の場合 

      ①発表区分 自由研究発表 

      ②発表題目（申し込み後の変更は不可） 

      ③氏名（ふりがなを必ずつける） 

      ④所属（所属、職名、電話番号、メールアドレス） 

      ⑤住所、電話番号、緊急時連絡先（携帯電話） 

        ＊返信はがきに自分宛の郵便番号、住所、氏名を必ず記入してください。   ２）

ラウンドテーブルの場合 

      ①発表区分 ラウンドテーブル 

      ②題目（申し込み後の変更は不可） 

      ③コーディネーター氏名（ふりがなを必ずつける） 

      ④所属（所属、職名、電話番号、メールアドレス） 

      ⑤住所、電話番号、緊急時連絡先（携帯電話） 

        ＊返信はがきに自分宛の郵便番号、住所、氏名を必ず記入してください。 

      ⑥登壇予定者（所属、職名） 

 （２）申し込み先（弘前大会事務局） 

〒０３６－８５６０ 青森県弘前市文京町１番地 

弘前大学 教育学部    児 玉 忠 宛 

（３）自由研究発表、ラウンドテーブル申し込み締め切り 

      ３月１５日（金）必着 締め切り後は受け付けません。 

          ＊会場の許容数に達した場合は先着順で締め切らせていただく場合もありま

す。あらかじめご容赦ください。 

 （４）発表要旨集の原稿締め切り 

      ４月１５日（月）必着 締め切り後のものについては題目・所属・氏名のみの掲載と

なります。 

    ＊要旨のテンプレートは、学会ホームページの「テンプレート集」にあります。 

４ページ以内で作成してください。 

 ３．学会全般についての問い合わせ先（できるだけメールにてお問い合わせください。） 

児 玉 忠  弘前大学 教育学部 

    TEL ０１７２－３９－３３４２（FAX共用） 

    E-mail tkodama@cc.hirosaki-u.ac.jp 

 

Ⅲ 『国語科教育』第７４集投稿募集 

 第７４集編集委員長 松山雅子 

■下記の要領により，『国語科教育』第７４集の原稿を募集いたします。投稿要領に若干の修正が

加えられましたので、ご確認のうえご投稿ください。募集要領は学会ホームページにも記載され

ております。なお、 掲載論文は「全国大学国語教育学会優秀論文賞」の選考対象となります。 

★ 受付期間：２０１３年３月１日（金）～３月３１日（日）（消印有効） 

★ 原稿の送付先は下記の通りです。 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5   

      全国大学国語教育学会事務局  

    電話：03-5389-3012  
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参照・『国語科教育』投稿要領（平成 24 年 5 月 26 日修正） 

１ 論文原稿は未発表のものに限る。ただし、口頭発表、プリントの場合はこの限りではない。な

お、他誌に投稿する論文と著しく重複する内容の論文を、投稿してはならない。 

２ 募集枠は、「研究論文」「実践論文」「資料」の三つのカテゴリーとする。どの枠に応募した

ものであるかがわかるように、そのことを題名の前に明記する。ただし採択の枠付けは、編集委

員会の最終的な判断によるものとする。 

３ 連続掲載は、 原則として２回までとする。 

４ 論文原稿は、 縦書きまたは横書きで原則としてパソコンを使用する。 

５ 編集委員会において特に枚数を指定するもの以外の論文原稿は、原則として４００字詰原稿用

紙ほぼ４０枚（８ページ分）以内とし、１ページあたりの字数・行数を次のようにする。 

（１）横書きの場合 ２３字×４４行×２段（１ページ２、０２４字、ただし最初の１ページは、

題目・氏名のスペースとして７行２段をとる。） 

（２）縦書きの場合 ３３字×３１行×２段（１ページ２、０４６字、ただし最初の１ページは、

題目氏名のスペースとして７行２段をとる。） 

＊ 学会ホームページに記載している、投稿原稿用のテンプレートを使用すること。 

＊ 引用および注の文字ポイントは本文と同じとする。ただし、図表についてはこの限りではない。 

＊ 図表は本文の中に含めて計算し、本文内に該当箇所を明示することとし、縮小率は８割以上と

する。 

６ 原稿は以下の体裁で整えること。 

（１）論文本体 

 ＊ 論文には氏名・所属等、書き手を特定できる情報は書かないこと。 

（２）注（ただし、引用のための注はつけない） 

（３）参考文献 

  ＊ 論文本体や注、参考文献に「拙稿」 「拙著」など、投稿者名が判明するような記述を行わ

ないこと。 

７ 投稿に際しては以下のものを同封する。 

（１）電子媒体（OS 名と作成ソフト名を記載すること） 

（２）打ち出し原稿４部（複写でよい） 

（３）投稿者情報（Ａ４一枚に、氏名、所属、原稿発送年月日、連絡先（電話番号、Ｅメールアド

レス、住所）、論文の表題、希望する募集枠のカテゴリーを記載したもの）） 

   なお、提出物は原則として返却しない。 

８ 郵送に際しては書留で送付すること。また封書には氏名、所属、連絡先を記載し、表には「投

稿原稿在中」と朱書すること。 

９ 投稿論文は、上期においては８月１日から８月３１日までの期間、下期においては３月１日か

ら３月３１日までの期間に受け付けるものとする。 

 

Ⅳ 第１２３回全国大学国語教育学会・総会議事録 

2012 年 10 月 27 日（土） 富山大学黒田講堂 14:10～15:00 

富山大会開催状況等について 

米田実行委員長より事前申し込み２２８名、当日申し込み１００名、計３２８名の参加

との報告がなされた。 

  会長挨拶に続き、総会議長として町田守弘氏が選出された。 

Ⅰ．議事 

１．弘前大会・広島大会開催計画        

（１）弘前大会について児玉忠実行委員長が準備した内容を塚田理事長が紹介し承認された。 
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（２）広島大会について田中宏幸実行委員会副委員長より 2013 年 10 月 26（土）、27（日）に、

広島大学にて開催予定である旨報告があり、承認された。 

２．今後の学会開催予定について 

塚田理事長より平成２６（２０１４）年の開催地について、春季大会は、愛知教育大（名古屋）、

秋季大会は滋賀大学に依頼する旨の提案があり、いずれも承認された。 

３．『国語科教育』第 7３集編集状況 

難波博孝編集委員会委員長より、投稿論文３４編中、修正採択３編、修正再審査５編、書評対

象として２編が候補となったことが報告され、承認された。 

４．２０１２年度前期会計報告 

  事務局長より、国際文献社への移管前の段階での本学会資産状況として合計金額の提示があり、

菅原稔会計監査からの監査報告を受けて承認された。 

Ⅱ．報告 

１．全国大学国語教育学会優秀論文賞  

 第一回全国大学国語教育学会優秀論文賞は渡辺貴裕氏に授与されることが報告され、府川源

一郎選考委員長の選考理由書が紹介された。 

２．学会刊行物について  

望月善次編集委員長より『国語科教育学研究の成果と展望Ⅱ』編集状況報告があった。        

３．各部門報告 

（１）研究部門  

  小川雅子委員長より、第３次課題研究のまとめ方、公開講座ブックレット第４集（教材研究

の方法）の進捗状況、今後の課題研究、公開講座の見通しについて報告があった。 

（２）広報部門                   

   鶴田清司委員長より、学会ホームページへの要望等を期待する旨、報告があった。 

Ⅲ．その他  

   事務局より学会事務を委託している国際文献印刷社の社名が国際文献社となり、住所も変更

になる旨、連絡があった。 

     

Ⅴ 新入会員（受付順） 

 

 個人情報保護のため PDF 版では削除します。 

 

事務局より・・・会費納入のお願い 

 宛名ラベルに現在の会費納入状況を記させていただいております。未納分がある方は、至急下記

口座宛お振り込みをお願いいたします。 

 なお、会則にしたがい、２年度分以上未納の方には本通信のみをお送りし、学会誌はお送りして

いません。また、学会費未納期間が３年以上にわたりますと会員資格を失うことになります。本会

の運営は会費によって支えられています。ご協力をお願いいたします。 

        振込先  郵便振替口座番号 00110-6-790009 

        加入者名 全国大学国語教育学会 

 

        〒162-0801 

             東京都新宿区山吹町 358-5   

             電話：03-5389-3012 Fax：03-3368-2822 

             E-mail：jtsj-post@bunken.co.jp 
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